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 ［ 専門に関する小論文 ］  

 
SDGs は 2030 年を目標年として掲げていますが、すでに 2026 年が迫り、環境・経済・社会の問題への対応

は一層重要になっています。 
これら環境・経済・社会の問題は相互に複雑に関係しており、トレードオフの解消とポジティブシナジーの

創出が求められています。 
この観点から、 
（1）環境と経済・社会のトレードオフの具体例とその解消策、 
（2）環境と経済・社会のシナジーの事例とそれを強化する方法、 
についてあなたの考えを述べなさい。 （800 字程度） 

注：ここでいうポジティブシナジーとは、環境と経済・社会の統合的発展を指す 
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